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1月 定例会 (1)

平成 31年 1月 17日 (木) 15時 15分開 催 日 時

開 催 場 所

1開   会

2 前回会議録の承認

3議   題

県庁行政棟「教育委員会室」

O第 26号議案
平成 31年度県立特別支援学校の幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員について (特別支援教育課)
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報     告

平成 30年 11月 定例県議会の概要について

イングリッシュキャンプの実施及び成果について

統合型校務支援システム (長崎県推奨システム)構築事業について

平成 31年 3月 高等学校卒業予定者の就職内定状況について

平成 31年度大学入試ャンター試験について

平成 31年度公立学校教員採用特別選考試験及び平成 31年度県立学校職員
(実習助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 1次試験)の結果について

情報モラル教育教材「SNSノ ー ト・ながさき」について

平成 31年度県立高等学校における「通級による指導」実施校について

文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインについて

平成 30年度年末 。年始各種全国大会結果について

(各課共通)

(義務教育課)

(義務教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(児童生徒支援室)

(特別支援教育課)

(学芸文化課)

(体育保健課)



第 26号議案
(特別支援教育課)

平成31年度県立特別支援学校の幼稚部、高等部及び高等部専攻科の募集定員について

9曹構理由)

平成31年度県立特別      、高等部及び高等部専攻科の募集定員を下記の
とおり定めようとするものである。

(内  容)
1 1学級あたりの定員
(1)幼稚部  6人  (2)高等部   8人  (3)高等部専攻科  8人

2 募集定員
(1)幼稚部  18人   (2)高等部  368人    (3)高等部専攻科  32人

3 学校別の募集定員
(日謀盗上:肉

(2)高等部 (1!主
!働1立 :ッ六θ

1

募集定員 30年度定員 増 減障害種別 学 校 名

6 0盲 学 校 6視覚障害

ろ う 学 校 6 6 0

6 6 0
聴覚障害

ろう学校佐叫

18 18 0計 計

障害種別 学 校 名 学 科 名 ―
員 30年度定員 増 減

視覚障害 盲   学   校 普 通 科 8 8 0

聴覚障害 ろ  う 学  校
総合デザイン科

理 容 科

8 8 0

知的障害
佐世保特別支援学校 普 通 科

40 32 8

肢体不自由 8 8 0

知的障害

佐世保特別支援学校

高 等 部 北 松 分 教 室
普 通 科 16 8 8

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 8 0

島原特別支援学校 普 通 科 24 32 -8



知的障害

虹の原特別支援学校

麟 ビス科 8 8 0

普 通 科 48 48 0

虹の原特別支援学校

高 等 都 封 馬 分 教 室
普 通 科 8 8 0

虹の原特別支援学校

壱  岐  分
t校 普 通 科 8 8 0

鶴南特別支援学校 普 通 科 40 40 0

ン鶴 南 特 別 支 援 学校

高等部西彼杵分教室
普 通 科 8 8 0

鶴 南 特 別 支 援 学校

時  津  分  校 普 通 科
24 24 0

鶴 南 特 別 支 援 学校

五  島  分  校 普 通 科
8 8 0

希望が丘高等特別支援学校

舛 ビス科

雌 ビス科

妙 ザイン科

32 32 0

川棚特別支援学校 普 通 科 24 24 0

肢体不自由

長崎特別支援学校 普 通 科 8 8 0

諌早特別支援学校 普 通 科 24 24 0

病弱・肢体 桜が丘特別支援学校 普 通 科 16 16 0

計 368 360 8

備つ 1 特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実と,青に応
じ、定員を超えて入学を許可することができる。
2 虹の原特別支援学校高等部就業サービス科の募集定員 (8名 )と希望が丘
高等特別支援学校の募集定員 (32名)については、昨年6月 の定例教育
委員会で決定済貌

(3)高等部専攻科 ●割立:肉

障害種別 学 校 名 学 科 名 募 韻 30年度定員 増 減

視覚障害 盲   学   校
理 療 科 8 8 0

保健理療科 8 8 0

聴覚障害 ろ  う 学  校
総合デザイン科 8 8 0

理 容 科 8 8 0

計 32 32 0



資料 1

平成 27～ 31年度 県立特別支援学校高等部志願者数等
人 )

※ 特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実情に応じ、定員を超えて入学を
許可することができる。

※ 平成 31年度の志願者見込は、平成 30年 12月 3日 現在の調査結果によるものである。
※ 虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は志願者数 9人 (倍率 1.13)、 希望が丘高等特別
支援学校は志願者数 38人 (倍率 1.03倍)である。また、入学者選考検査は 1月 10日 、
11日 (虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は 1月 10日 のみ)に実施され、合格発表
は 1月 18日 である。

29年度 28年度 27年度31年度 30年度

志願者見込 定員 志願者見込 定員 志願者見込 定員 志願者見込
学  科

定員 志願者見辺 定員

学 校 名

8 1 8 1 8 1普
｀
通 科 8 2 8 11 盲  学  校

2 8 3 8 3総合デザイン科

理 容 科
8 7 8 5 82 ろ う 学 校

40 56 55普 通 科 40 37 32 27 40 34 48
佐世保特別支援学校

【知的障害】

8 48 2 8 4 8 7 8 4佐世保特別支援学校

【肢体不自由】
普 通 科

109 8 7 8 9 8 4 16佐世保特別支援学校

高等部北松分教室
普 通 科 16

8 4 8 2 8 2 8 6

3

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 5

24 1824 20 32 27 24 22 32 304 島原特別支援学校 普 通 科

就業

サービス科
8 9 14

48 47 56 54 56 53 72 69
虹の原特別支援学校

普 通 科 48 43

8 5 8 6 8 4 8 2

5

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室
普 通 科 8 1

8 3 16 9 16 9 8 3虹の原特別支援学校

壱 岐 分 校 普
通 科 8 46

38 40 34 32 30 40 35普 通 科 40 34 40鶴南特別支援学校

16 10 16 8普 通 科 8 3 8 3
7
鶴南特別支援学校

高等部西彼杵分教室

9 16 15 8 7普 通 科 24 17 24 18 168
鶴南特別支援学校

時 津 分 校
4 16 9 8 3普 通 科 8 4 3 89

鶴南特別支援学校
五 島 分 校

38 32 52
生活サ…ピス科

流通サービス科

褒境デザイン科

32 33 32 37 32 45 3210 希望が丘高等特別支援学校

17 24 17 16 10川棚特別支援学校 普 通 科 24

2 8 3 8 1 8 212 長崎特別支援学校 普 通 科 8

19 16 15 16 12 24 17普 通 科 24 17 2413 諌早特別支援学校

16 15 16 10 16 13普 通 科 16 11 16 1314 桜が丘特別支援学校

295 352 283 352 274 344 305368 277 360計

0. 8 0, 78 0. 880. 75 0.82倍 率



資料 2

平成 31年度幼稚部志願者見込状況
(4・ 5歳児は欠員補充)

平成 31年度高等部専攻科志願者見込状況

平成 30年 12月 3日 時点
(単位 :人 )

平成 30年 12月 3日 時J煮
(単位 :人 )

障害種別 学 校 名

3歳 児 4歳 児 5歳 児

定 員 志願者見込数 在籍者 志願者見込数 在籍者 志願者見込数

視覚障害 盲学校 6 0 1 0 1 0

聴覚障害

ろう学校 6 1 3 1 2 2

ろう学校佐世保分教室 6 1 2 0 0 0

計 18 2 6 1 3 2

障害種別 学 校 名 学 科 名 定 員 志願者見込数 備 考

視覚障害 盲 学 校

理 療 科 8 3 本校高等部からの志願者 0人

保健理療科 8 1 本校高等部からの志願者 1人

聴覚障害 ろう学校

総合デザイン科 8 3 本校高等部からの志願者  3人

理 容 科 8 1 本校高等部からの志願者  1人

計 32 8



報 告 事 項 (1)
各 課 共 通

件 名 平成30年 11月定例県議会の概要について

概  要 1 日 程
会   期
一 般 質 問

常任委員会

平成 30年

平成 30年

平成 30年

11月 27日 ～平成 30年 12月 20日

12月  3日 ～平成 30年 12月  5日

12月 10日 ～平成 30年 12月 13日

2.議 案 原案のとおり可決

・第 121号議案 (予算議案)
「平成 30年度長崎県一般会計補正予算 (第 3号)」 のうち関係部分

・第 127号議案 (予算議案)
「平成 30年度長崎県一般会計補正予算 (第 4号)」 のうち関係部分
。第 130号議案 (条例議案)
「職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」のうち関係部分

・第 132号議案 (条例議案)
「長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例」

、・第 137号議案 (事件議案)

撃暴豚曇肇居留早言権 溶磐ドをF書
館との合築によ?整備する図書館の

。第 145号議案 (計画議案)
「長崎県総合計画チャレンジ2020の 変更について」のうち関係部分
・第 146号議案 (計画議案)
「第二期長崎県教育振興基本計画について」のうち関係部分

3.一般質問における主な質疑事項 (報告事項 (1)資料 1～8)
。人口減少対策としてのふるさと教育について (坂本 智徳議員)
・道徳教育について (坂本 智徳議員)
・離島留学制度について (坂本 智徳議員)
。子どもの権利擁護について (山田 朋子議員)
・受動喫煙防止封策について (山田 朋子議員)



・ユニバーサルデザイン教育について (山田 朋子議員)
。障害者雇用率について (大場 博文議員)
。パラリン|ピンクを含めた今後の取り組みについて (大場 博文議員)
・J陛の多様性を認め合う社会の構築について (川崎 祥司議員)
・長崎県教育委員会のセクシャノレ ラヽスメントに対する見解について (堀江 ひ
とみ議員)

計 10項目

4.予算決算委員会文教厚生分科会における主な質疑事項等

(報告事項 (1)資料 9～ 10)

【議案】

。第 121号議案 (予算議案)
「平成 30年度長崎県一般会計補正予算 (第 3号)」 のうち関係部分
。第 127号議案 (予算議案)
「平成 30年度長崎県一般会計補正予算 (第 4号)」 のうち関係部分

5.文教厚生委員会における主な質疑事項等 (報告事項 (1)資料 11～34)

【議案】

。第 130号議案 (条例議案)
「職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」のうち関係部分

e第 132号議案 (条例議案)
「長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例」

。第 137号議案 (事件議案)

撃豪豚委霊居雷軍烹爾塞辮 考ゝ
図書食官との合築により整備する図書a宮?

・第 145号議案 (計画議案)
「長崎県総合計画チャレンジ2020の 変更について」のうち関係部分
・第 146号議案 (計画議案)
「第二期長崎県教育振興基本計画について」のうち関係部分

【提出資料に係る質疑等】

・附属機関等会議結果報告について (台風被害に伴う端島炭坑跡の災害復旧
と今後の整備について)



【議案外所管事項】

。ALTのセクシャルハラスメントについて
。競技力向上対策について

。運動部活動指導員について

。いじめの認知 。解消について

。中途退学について

。国際バカロレア教育について

・県立学校の施設整備について

・県立学校の廃校施設の今後の活用について

。「ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業」の事業内容について

。スポーツと歯科の関係性について

・不祥事防止に向けた自己分析チェックシートについて

・小 。中学校の適正配置について

・国体結果を受けての競技力向上封策について

・部活動における専門顧問の適正配置について

。運動部活動指導員の配置について

。児童虐待の学校における早期発見について

・不登校児童生徒支援について



報 告 事 項 (2)
義務教育課

件  名 イングリッシユキヤンプの実施及び成果について

概  要
1.目 的

本格的な英語学習を始めた中学校 1年生を対象に、外国人との直接的な

英会話体験の機会を提供することにより、英語に対する学習意欲の一層の

喚起を図る。また、中学校英語教員にとつては、生徒の活動を通して、日

頃の指導の成果を確認する場であり、授業改善につなげる機会とする。

2.活動内容

○主として佐世保市のハウステンボスを活動場所とし、年前中は複数の外

国人講師と学校生活や好みなど身近なことについて英語で会話し、年後

はグループごとに外国人講師と散策をしながら、英語のクイズに答えた

り、会話を楽しんだりする活動を行つた。生徒にとつては日常と異なる

環境の中で、訪問した海外の街頭で外国人と話す場面を想定した活動と

した。

①離島部及び島原半島部では、各市町の施設及び名所旧跡等を活動場所と

して、地元のよさを生かしたプログラムを実施した。地域のよさに改め

て触れ、外国人講師に道案内をするなど、自分たちの地域について英語で

伝えたりする活動とした。

3.参加学校数及び生徒数

・平成 28年度 70校
・平成 29年度

‐
55校

・平成 30年度 45校 計 170校  10,837名

3,

3,

3,

566名

630名

641名



概  要 4.本事業の成果

(1)参加生徒対象のアンケート結果 (H28～H30 3か 年分)
①失敗を恐れず積極的に英語を使うことができた。    (82.
②自分の考えや思いが相手に伝わったという場面があつた。 (93.

③今後、英語をもつと勉強しようという気持ちが高まった。 (94.

④今後、外国人と英語で積極的にコミュニケーションを図りたい。

(90.

8%)

1%)

3%)

2%)

(2)英語教員対象のアンケート結果 (H28・ H29 2か 年分)
※平成30年度のアンケートは現在実施中

①英語学習に対する生徒の意欲が高まつた。       (87.
②授業において、以前よりも言語活動を多く設定している。 (74.

③授業において、以前よりも教師が発する英語を増やしている。

(72.

2%)

3%)

6%)

(3)市町の取組への広がり

計画段階から市町教育委員会と情報共有をしながら本事業を実施するこ

とで、事業終了後は各市町独自の取組につなげることをねらいとした。そ

の結果、現在 13市町が独自のイングリンシユキヤンプを開催している。



報 告 事 項 (3)
義務

件 名 統合型検務支援システム (長崎県推奨システム)構築事業について

概 要 呵.事業目的
O教職員の業務改善及び情報セキュリティの強化等に資する「統合型校
務支援システム」の市町の導入を推進するため、各市町と連携して検

討を行い、「長崎県推奨システム」を構築する。

○本事業を受け、県内市町が「統合型校務支援システム (長崎県推奨シ

ステム)」 の導入計画を策定する。

2.事業内容
○文部科学省委託事業の受託
。文部科学省委託事業「学校 ICT環境整備促進実証研究事業 (統合型
校務支援システム導入実証研究事業)」 の採択を受け、調査研究を

長崎市、長与町、小値賀町に再委託。

①21市町による長崎県統合型校務支援システム導入検討委員会の開催
。システムの仕様・調達・運用についての検討及び「長崎県推奨シス

テム」の構築。

①システムの調達及び稼動 (平成 31年 1月 1日 )
・長 崎 市 :108校
。長 与 町 : 1校
。小値賀町 :  3校

3.事業効果
○教職員の業務を効率化し、超過勤務を縮減する。

O教職員の児童生徒と向き合う時間が確保され指導が充実する。
○共通のシステムを全県的に導入することにより、広域交流人事等に

よる教職員の業務負担を軽減する。

O学校における情報セキュリティ対策が強化される。
O市町の導入コストを軽減する。

.次年度以降の取組
○文部科学省委託事業の継続 (H31年予定)
。長崎県統合型校務支援システム導入検討委員会の継続開催
。効果測定・検証の実施
。システム活用研修の実施

○すべての市町のシステム導入に向けた働きかけ
。各市町へ効果検証データの提供

4



報 告 事 項 (4)
高 校 教 育 課

件 名
平成31年 3月高等学校卒業予定者の就職肉定状況について
〔12月末現在 公立全日制・定時制 高校教育課調査〕

概 要 1 就職内定状況

※県内求人数は、長崎労働局データ

○全体の就職内定率は、 94.9%で 、前年比 1.4ポイント増加している。
○県内割合は、 59.3%で 、前年比 0.5ポ イント減少している。
○未内定者数は、 142人 で、前年比 47人減少している。

2 学科別就職内定状況

項 目 平成29年 3月 卒 平成30年 3月 卒 平成31年 3月 卒 前年比増減

県  内 (%) 93. 5 90. 9 94. 1 +3.2

県  外 (%) 92.4 97. 6 95, 9 -1.7

全  体 (%) 93。  1 93. 5 94. 9 +1.4

県内割合 (%) 58. 6 59. 8 59. 3 -0。 5

県外割合 (%) 41. 4 40.2 40.7 +0.5

県内求人数 (人 ) 4 585 4 908 長崎労働局未発表

未内定者数 (人 ) 206 189 142 -47

学科名
県内 県外 合計 県内

割合希望者 内定者 内定率 希望者 内定者 内定率 希望者 内定者 内定率

普 通 320 288 90,0 160 146 91.3 480 434 90,4 66.4%

農 業 214 199 93,0 107 100 93.5 321 299 93.1 66.6%

工 業 461 454 98.5 572 561 98.1 1,033 1,015 98.3 44,7%

商 業 319 297 93.1 124 119 96.0 443 416 93,9 71,4%

水 産 42 38 90.5 36 33 91,7 78 71 91.0 53.5%

家 庭 6 6 100.0 6 5 83.3 12 11 91.7 54.5%

看 護 1 0 0,0 0 0 1 0 0,0 0.0%

情 報 10 10 100.0 7 7 100,0 17 17 100,0 58.8%

その他 18 16 88,9 3 3 100.0 21 19 90。 5 84.2%

総 合 259 245 94,6 96 92 95.8 355 337 94。 9 72.7%

合計 (a) 1,650 1,553 94.1 1,111 1 066 95,9 2,761 2,619 94.9 59.3%

昨年同期計(b) 1,782 1,620 90。 9 1,116 1,089 97.6 2,898 2,709 93.5 59,8%

昨年同期比(D― lbl -132 -67 3.2 -5 -23 -1,7 -137 -90 1.4 -0.5



報 告 事 項 (5)
高 校 教 育

ヨ課

件  名 平成31年度大学入試センター試験について

概  要 1概 要
(1)日 程等
1月 19日 (上) 地歴・公民、国語、外国語、リスニング (英語)
1月 20日 (日 ) 理蒋①、理科②、数学①、数学②

(2)県内会場数
9会場 (長崎大学文教地区、県立大学シーボル ト校、県立大学佐世保校、

活水女子大学、長崎国際大学、五島高等学校、壱岐高等学校、

上五島高等学校、対馬高等学校 )

2 志願者数等

(1)志願者数の推移
(単位 :人)

(2)本県の離島会場で受験する志願者数の推移
(単位 :人 )

3 今後の日程
1月 28日
2月 25日
3月  1日
3月  8日
3月 12日
3月 20日

(月 )

(月 )

(金 )

(金 )

(火)

(水 )

～ 2月 日

日

日

６

６

０

２

１

水

火

日

個別学力検査等出願

個別学力検査等前期 日程

前期 日程合格発表

個別学力検査等中期日程

個別学力検査等後期日程

中・後期 日程合格発表

区分 H27 H28 H29 H30 H31

長崎県

志願者計 6,015 6,017 5,798 5,821 5,787

現役生 5,039 5,005 4,887 4,917 4,880

過年度卒等 976 1,012 911 904 907

現役占有率 83.81` 83.2% 84.3% 84.5% 84.3%

全国

志願者計 559,132 563,768 575,967 582,671 576,829

現役生 455,392 462,335 471,842 473,570 464,949

過年度卒等 103,740 101,433 104,125 109,101 111,880

現役占有率 81.4,` 82.0% 81.9% 81.3% 80.6,`

会場校 担当大学 H27 H28 H29 H30 H31

五島高校
長崎大学

152 142 141 121 135

壱岐高校 118 114 118 120 125

上五島高校
県立大学

58 64 61 59 66

対馬高校 95 74 79 73 91

受験者合計 417 423 394 373 417

24日 (日 )



報 告 事 項 (6)

件名
平成31年度公立学校教員採用特別選考試験及び平成 31年度県立学校職員 (実習
助手、寄宿舎指導員)採用試験 (第 1次試験)の結果について

概要 1試 験

(1)試 験 日
(2)試験会場
(3)試験内容

平成 30年 12月 12日 (水 )
長崎県庁行政棟

教     員 ①筆記試験 ②小論文
③個人面接 ④適性検査
①一般教養試験 ②適性検査
平成 31年  1月  4日 (金 )
平成 30年 12月 28日 (金 )

実習助手、寄宿舎指導員(1次 )

(4)合格者発表  教     員
実習助手、寄宿舎指導員(1次 )

2 受験者数及び合格者

(1)教員

※ 選考については、志願があつた校種・教科のみ掲載

(2)実習助手及び寄宿舎指導員 (第 1次試験)
<A採用 (障害者特別採用選考)>

※障害者特別採用選考については、志願があつた校種・教科のみ掲載

志願者数等 合格者数

(C)

採用

予定者数

(D) (B)/(D)

倍率志願者数

(A)

受験者数

(B)

1 1 1 1. 0教員 (高校看護) 1

1
教員 (高校化学)

※障害者特別採用選考
1 1

1 1 1

若千名
教員 (特別支援)

※障害者特別採用選考

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

採用

予定者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (特別支援) 4 4 4 若千名

合  計 4 4 4 若千名



<B採用>

(参考)昨年度の実施状況
実習助手及び寄宿舎指導員 (第 1次試験)

3 実習助手及び寄宿舎指導員第 2次試験の予定等 (第 1次試験合格者に
対 して )

(1)試 験 日   平成 31年 1月 11日 (金 )
(2)試験会場   長崎県庁行政棟
(3)試験内容   ①小論文  ②個人面接
(4)合格発表   平成 31年 2月 1日 (金 )

志願者数等

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

採用

予定者数

(D)

倍率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 12 10 5 1 10, 0

実習助手 (農  業) 10 10 5 1 10. 0

実習助手 (工業電気) 4 4 4 1 4. 0

実習助手 (工業建築) 7 7 5 2 3. 5

実習助手 (特別支援) 12 12 5 1 12. 0

小  計 45 43 24 6 7. 2

寄宿舎指導員 15 15 5 1 15, 0

合  計 60 58 29 7 8。  3

志願者数等

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

採用

予定者数

(D)

倍 率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 16 14 5 1 14. 0

実習助手 (農  業) 11 11 4 1 11.0

実習助手 (工業化学) 6 6 2 1 6. 0

実習助手 (工業建築) 7 7 5 1 7. 0

実習助手 (工業上本) 5 4 2 1 4. 0

実習助手 (特別支援 ) 15 15 5 1 15. 0

小  計 60 57 23 6 9. 5

寄宿舎指導員 21 20 6 1 20. 0

合  計 81 77 29 7 11. 0



報 告 事 項 (7)
児童生徒支援室

件  名 情報モラル教育教材  「SNSノ ー トロながさき」について

概  要 1.目 的

情報化社会の進展や、SNSの普及による児童生徒を取り巻くコミュニケーシ

した碍繕察曇サ舟象箸鉄科「み品発客持場言
生徒の発達段階や各校の実態に即

2.教 材の概要

(1)授業等で児童生徒の発達段階に応じて主体的・積極的に活用できるデジ
タル教材とする。

龍単ダ清罵振零〒甲熟審爵感事着〆律詔P静#特鸞銚∫撃醸ご、そ騒業的に活用できる内容とする。

どこイこifTヲⅧ 堂堂折ルF彊築逸話熱、
ントの特性を理解させる

3.連 携機関

(1)LINE株式会社

(2)長崎大学、長崎県立大学、長崎県警

(3)県 PTA連合会、県公立高等学校PTA連合会

4と  公開授業及び共同記者会見 (予定)

(1)日  時  平成 31年 2月 4日 (月 )  14:00～ 15:40

(2)会 場  長崎市立稲佐小学校 5年 1組  37名

(〒 852-8011 長崎市稲佐町11-1 1泣095-861-2650)

(3)参 加  LINE株 式会社  長崎県教育委員
「SNSノ ート・ながさき」開発検討会議委員

ワーキングチーム (長崎県教育委員会指導主事)

長崎市教育委員会  当該校教職員  報道各社 他

※授業終了後、LINE社 と県教育委員会との共同記者会見

5.そ の他

教材のコンテンツを県教育セィターHPに 2月 中に掲載予定。

その後、各種研修会を通じて、教材の普及・啓発を図つていく。



報 告 事 項 (8)
特別支援教育課

件  名 平成31年度県立高等学校における「通級による指導」実施校について

概  要 平成 31年度からの県立高等学校における「通級による指導」 (新規)
の実施校を下記の 2校とする。

1.実施校

「中工島高等学校 (普通科)」  「島原翔南高等学校 (総合学科)」

2.実施校決定の理由

1通級指導教室あたり10名程度の対象生徒が見込める学校で、校長
からの要望があつた学校の中から、特別支援教育に対する支援体制や、
地域、学校種等を考慮し以下の 2校に決定する。

○  「中五島高等学校」においては、平成 30年度から特別支援教育支
援員を配置し、肢体不自由や高次脳機能障害、発達障害の可能性のあ

る生徒の支援を行つている。また、生徒の情報交換や、特別支援教育

に関する職員研修会を開くなど、特別支援教育の推進について組織的

に取り組み、指導を行つている。

○  「島原翔南高等学校」においては、発達障害等の可能性から対人関
係が築けず不登校傾向の生徒が複数名在籍しており、その他にも行動

面における課題のある生徒も在籍している。また、特別支援教育に関

する校内研修等を実施し、全職員による共通理解のもと指導に当たる

体制が整っている。

【参考】「県立高等学校における通級による指導実施要綱 (抜粋)」

(通級指導教室の設置)

第 4条 通級指導教室の設置については、原則として 1通級指導教室あたり
10名以上の対象生徒が見込める場合に、校長の要望により設置を

検討し、教育委員会が判断する。

平成 30年度からの実施校
「工島南高等学校 (普通科)」   「鳴滝高等学校 (定時制昼間部)」
「佐世保中央高等学校 (定時制昼間部・夜問部)」



報 告 事 項 (9)
学芸 化 司果

件  名
文化部活動の在 り方に関する総合的なガイ ドラインについて

概  要 【概 要】
¬ 趣旨等
○義務教育である中学校段階の文化部活動を主な対象とし、生徒にとつて

望ましい文化部活動の実施環境を構築するという観点に立ち、文化部活

動が生徒の自主的、自発的な参加により行われ、地域や学校、分野、活

動目的等の実態に応じた多様な形で最適に実施されることを目指す。

①高等学校段階の文化部活動についても原則として適用するが、高等学校

段階では、各学校において中学校教育の基礎の上に、心身の発達及び進

路に応じて、多様な教育が行われている点に留意する。

O部活動については、運動部活動 。文化部活動を通じて考えるべき課題で
あり、本ガイドラインの作成にあたつては「運動部ガイドライン」に定

めた内容をベースとしている。

2 適切な休養日等の設定
○成長期にある生徒が教育課程内の活動、部活動、学校外の活動、その他
の食事、休養及び睡眠等の生活時間のバランスのとれた生活を送ること

ができるよう、以下を基準とする。
。学期中は、週当たり2日 以上の休養日を設ける。 (平 日は 1日 、土曜

日及び日曜日は 1日 以上)
・週末に大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。
・長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行うとともに、

ある程度長期の休養期間 (オフシーズン)を設ける。
・1日 の活動時間は、平日では2時間程度、学校の休業日は3時間程度。

3 文化部活動の方針の策定等
○都道府県は、「文化都活動の在り方に関する方針」を策定。

○学校の設置者は、県が策定した方針を受け「設置する学校に係る文化部

活動の方針」を策定。
O学校 (校長)は、学校の設置者が策定した方針を受け「学校の文化部に
係る活動方針」を策定。
○文化部顧問は、年間の活動計画並びに毎月の活動計画及び活動実績を作

成し、校長に提出する。
○学校 (校長)は、文化部顧問が作成した年間及び月間の活動計画等につ
いて、学校のホームページに掲載等により公表。



概  要 4 学校単位で参加する大会等の見直し
○都道府県中学校文化連盟等文化部活動に関わる組織及び学校の設置者

は、大会等や地域の行事、催し等の統廃合や簡素化等を主催者に要請す.る
とともに、各学校の文化部が参加する大会等や地域の行事、催し等の

数の上限の目安等を定める。
①校長は、参加する大会等や地域の行事、催し等を精査する。

5 今後のスケジュール (予定)
○平成 31年 2月 ～5月
・関係課、県中学校文化連盟・県高等学校文化連盟等関係団体の意見等

を聴取して、県が案を作成。
①平成 31年 6月
・教育委員と案について協議。
①平成 31年 7月
・部活動指導員ニーズ調査を実施。 (市町教育委員会、県立学校)

○平成 31年 8月
。定例教育委員会で議案 。審査を行い、議決後に決定。
・関係課、市町教育委員会、県立学校へ県版ガイドラインを通知。



文化部活動の在り方に関するガイドライン策定につし1て

題旨等

。義務教育である中学校段階の文化部活動を主な対象。
●高等学校段階の文化部活動につしヽても原則として適用するが、高等学校段階では、各学校
において中学校教育の基礎の上に、心身の発達及び進路に応して、多様な教育が行われて
いる点に留意。

県版「文化部活動の在り方に関するガイドライン」策定

。関係課、県中文連・高文連等関係団体の意見を聴取して、6月末までに県が案を作成。
●国のガイドライン及び県版運動部ガイドラインをもとに、休登日及び活動時間等を設定。
●学校の設置者が行う様式の作成等に対して、跡要に応して支援を行う。
※ 3月 を目途に策定し、各市町教育委員会・県立学校へ通知するラ定。

・ 学期中は、週当たり2日以上の休養日を設ける。 (平日は1日、主B醒日及び日B醒日は1日以上)
・ 週末に大会参加等で活動した場合は、体養日を他の日に振り替える。
・ 長期休業中の体養日の設定は、学期中に準した扱いを行うとともに、ある程度長期の体
養期間 (オフシーズン)を設ける。

・  1日の活動時間は、平日では2時間程度、学校の休業日は3時間程度。
・ 文化部顧間は、年間の活動計画並びに毎月の活動計画及び活動実績を作成臥 校長に提出する。
・ 学校 (校長)は、文化部顧間が作成した年間及び月間の活動計画等につしヽて,学校の
ホームページに掲載等により公表。

・ 都道府県中学校文化連盟等文化部活動に関わる組織及び学校の設置者は、大会等や地1或
の行事、催し等の統廃合や簡素イヒ等を主催者に要請するとともに、各学校の文化部が参

加する大会等や地域の行事、催し等の数の上限の目安等を定め、校長は、参加する大会

等や地頭の行事、催し等を精査する。
′

号
県が策定した方針を受け「設置する学校に係る文化部活動の方針」を策定

。県の基準を踏まえて体登日及び活動時間等を設定し明記、学校に支援及び指導・是正。
●各学校において文化部活動の活動方針・計画の策定等が効率的に行えるよう、簡素で活用
しやすい様式の作成等を行う。

予
串憮房舶醍勤環建助け狩憶灘げ韓 の文1辟開固に際箭田臓研―

。学校の設置者の基準を踏まえて休登日及び活動時間等を設定し明記、部に支援及び指導・是正。
●文化部顧間から提出された活動方針及び活動計画等を学校のホームページヘの掲載等によ

り公表。

。年間の活動日、体登日及び参加ラ定大会日程等の計画立案。
●毎月の活動日時・場所、休登日及び大会参加日等の計画立案及び活動実績の提出。
●休登を適切に取りながら、短時間で効果が得られる指導を実施。

機長が示した方針を受け年間及び毎月の活動計画、活動実績を作成



報 告 事 項 (10)

平成30年度年末 H年始各種全国大会結果について 休育保健課

1回戦 0九州文化 2対0高知中央 (高知)
2回戦 0九州文化 0対2京都橘 (京都)

予離

準鴻 鯉

螂

鞭

準決勝敗退

蝉

大村 11位

68位 予選敗退

58位 蝉

六村 6位

30位 予選敗退

80位 予選敗退

組合せ (結果)

23位

26位

ヘスト8

2回戦 O長崎北陽台 71対0鹿児島実業 (鹿児島)
3回戦 O長崎Hヒ陽台 21対15著渓学四 (茨城)
準々決勝 0長崎北陽台 12対40果個岡 (福岡)
2回戦 0長崎総科大附 1対0浜松開誠館 (静岡)
3回戦 o長崎総科大附 1対2帝京長岡 (締潟)

2回戦 0長崎西 85対94八王子学園八王子 (東京)

2回戦 0長崎女子 72対68目平 (埼玉)
3回戦 o長崎女子 と碍対115昭和学院 (千葉)

1回戦 0大村工業 2対0習志野 (千葉)
2回戦 0大村工業 2対0静清 (静岡)
3回戦 o大村工業 1対2清風 (大阪)

藻獣油F6回目

2年連続11回目

μ樹畠続14回目

9年連続16回目

2年潤男1回目

初出場

8年ぶり4回目

9年連続 9回目

9年連続 9回目

繕

6年潤姥回目

初出場

2年劇兜7回目

大村高等学校

林田 ひよ (大村 )

橋本 咲希 (大村)

松浦高等学校

長崎商業高等学校

長崎北陽台高等学校

長崎総合科学大学

附属高等学校

長崎西高等学校

長崎女子高等学校

大村工業高等学校

九州文化学園高等学校

長崎南山高等学校

松 原 匠 汰 (長崎南山)

鈴 J‖ 真 聖 (長崎南)

諌早農業高等学校

増 田 こころ (長崎女子)

柴 田 唯 華 l諌早農業)

大村高等学校

明時 栄稀 (大村)

下道 慎の介 (大村)

出場校等

個人

女子

男子

男子

男子

女子

男子

女子

男子

個人

個人

女子

個人

個人

男子

個人

個人

女子

個人

性月u

男子

自:12/22(土 )
至■2/23(日 )

潮 日

12/23(日 )

自■2/27(木 )
至■/7(月 )

自:12/30(日 )
至■/14rttL

自:12/23(日 )
至:12/29(土 )

自工/5(土 )
至■/13(日 )

自■2/24(月 )
至:12/26(水 )

岡山贈 ラウン酪 育館

Eカプアリーナ岡山」

(岡山県)

加須市民体育館

(埼玉県)

錫

京都市西京種陸上競技場

付設マラソンコース(京都府)

東大阪市花園ラグビー場

(大阪府)

東京、神奈川、埼玉、千葉

武蔵野の森総合ポ ーツプフザ

(東京都)

武蔵野塀論合スポーツカ ザ

(東京都)

ジャ′ヾネ1プi卜杯春の高校パレー

第71回全日本パレーボール高等学校選手権大会

第37回全国高等学校弓首撰抜大会

第9回全国高等学校選抜

ポ ーツクライミン蝿 手権大会

轟

平成30年度全国高等学校総合体育大会

(男子69回・女子30回 )全国高等学校駅伝競走大会

平成30年度全国高等学校総合体育大会

第98回全国高等学校ラグビーフlプiトボーJレ大会

第97回全国高等学校)幼―選手権大会

WINTERCUP2018
第71回全国高等学牧パ疋ルトボー)レ選手権大会

弓  道

山  岳

競銘

駅  伝

ラ グ ビ ー

サ ッ カ

パスケットボール

パレーボール

区分

等

学

校



30 チー

組鉗  (結果)

37位

17位

2位

決勝Tl回戦 長崎 2対 0青森 勝ち
決ヽ勝T2回峨 長J書  1対 2 憂媛 負け

第1プロ̀
ッ
ク7位

備考

長崎県選抜チーム

長崎県選抜チーム

長崎県選抜チーム

出場校等

大村市立西大村中学校

対 市立桜が原中数

女子

男子

1とLj】 u

男子

女子

男子

12/16(日 )

自:12/25(火 )
至:12/28(金 )

苓 :12′ 31r月 ヽ

自■2/29(土 )

大会期日錫

滋賀県希望が丘文化公園

ス′ギ、一ツプーン芝生ラント

(滋賀県)

大阪市中央体育館他

(大阪府)

神戸総合運動公園
可~'(―記念競技場(兵庫う

大会名

平成30年度 第26回全国中学校駅伝大会

第32回全国都道府県対抗中学牧パレーボール大会

第24回全国ジ正 アラグピーカトボール大会

競銘

駅  伝

′(レ ーボール

ラ グ ビ ー

中
　
　
学
　
　
校

区分

11位

2位10年撻粥認3回目

長崎県選抜チーム

長崎県選抜チーム

MHPSマラソン部

男子

女子

男子

1/20(日 )

1/13(日 )

1/1(火 )

広島県

京都府

群馬県前橋市

第24回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会

駅  伝 第37回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会

日本実業国対抗男子駅伝競走大会
般


